
●
は
じ
め
に

大
メ
コ
ン
圏
経
済
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
枠
組
み

で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
経
済
回
廊
の
内
、
ラ

オ
ス
を
通
る
ル
ー
ト
と
し
て
、
①
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

モ
ー
ラ
ミ
ャ
イ
ン
と
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ナ
ン
を
結
ぶ

東
西
経
済
回
廊
と
、
②
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
と
中
国

雲
南
省
の
昆
明
を
結
ぶ
南
北
経
済
回
廊
と
が
あ
る
。

前
者
は
、
第
二
メ
コ
ン
国
際
橋
の
完
成
で
、
二
○

○
六
年
末
に
、
後
者
は
ラ
オ
ス
区
間
の
完
成
で
、

二
○
○
七
年
中
に
、
全
区
間
開
通
の
予
定
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
、
メ
コ
ン
地
域
の
三
大
市
場
で
あ
る

タ
イ
、
中
国
の
雲
南
省
、
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
を
陸

路
で
結
ぶ
も
の
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
市
場
間
の
物

流
量
の
増
大
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

ラ
オ
ス
国
内
に
お
け
る
反
応
は
、
そ
れ
に
伴
う
貿

易
や
投
資
の
増
大
へ
の
期
待
と
と
も
に
、
輸
送
時

間
の
短
縮
に
よ
り
素
通
り
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念

が
入
り
混
じ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

全
長
二
二
七
キ
ロ
の
南
北
経
済
回
廊
ラ
オ
ス
区

間
が
通
る
ボ
ケ
オ
と
ル
ア
ン
ナ
ム
タ
ー
は
、
と
も

に
人
口
が
一
五
万
人
弱
の
小
さ
な
県
で
あ
り
、
国

内
で
も
、
経
済
発
展
が
比
較
的
遅
れ
て
い
る
地
域

で
あ
る
。
現
在
、
中
国
人
商
人
に
よ
る
飲
食
店
や

宿
泊
施
設
、
ま
た
、
植
林
事
業
の
経
営
が
一
部
で

見
ら
れ
る
も
の
の
、
完
成
さ
れ
る
経
済
回
廊
を
有

効
活
用
す
る
た
め
の
政
府
、
ま
た
は
国
際
機
関
主

導
の
事
業
、
計
画
や
構
想
す
ら
存
在
し
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

一
方
、
ラ
オ
ス
区
間
の
東
西
経
済
回
廊
が
通
る

サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
は
、
人
口
、
面
積
共
に
国
内
最
大

の
県
で
あ
る
。
ラ
オ
ス
一
の
コ
メ
生
産
地
で
あ
り
、

国
内
最
大
の
輸
出
拠
点
で
も
あ
る
。
県
当
局
に
よ

る
と
、
二
○
○
六
年
度
の
最
初
の
一
○
カ
月
だ
け

で
、
金
を
中
心
と
す
る
鉱
物
の
輸
出
が
急
増
し
た

た
め
、
県
の
輸
出
総
額
（
約
四
億
六
○
○
○
万
米

ド
ル
）
が
、
既
に
前
年
度
の
全
国
の
輸
出
総
額
を

上
回
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
都
市
化
や
産
業
集
積

に
お
い
て
は
首
都
に
及
ば
な
い
も
の
の
、
規
模
で

は
、
既
に
ラ
オ
ス
経
済
の
中
心
地
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
（
表
１
）。

ラ
オ
ス
初
の
経
済
特
区
構
想
の
予
定
地
に
指
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
東
西
経
済
回
廊
に
対

す
る
政
府
を
中
心
と
す
る
国
内
の
期
待
の
大
き
さ

が
う
か
が
え
る
。
こ
こ
で
は
、
政
府
や
国
際
機
関

主
導
の
関
連
事
業
が
進
行
し
て
い
る
東
西
経
済
回

廊
、
特
に
第
二
メ
コ
ン
国
際
橋
の
期
待
さ
れ
る
効

果
を
中
心
に
、
東
西
・
南
北
経
済
回
廊
の
イ
ン
パ

ク
ト
を
検
証
す
る
。

●
第
一
メ
コ
ン
国
際
橋
に
よ
る
経
済
効

果第
二
メ
コ
ン
国
際
橋
の
期
待
さ
れ
る
効
果
を
予

測
す
る
上
で
、
一
九
九
四
年
に
開
通
し
た
第
一
メ

コ
ン
国
際
橋
が
も
た
ら
し
た
様
々
な
変
化
の
検
証

は
、
有
用
で
あ
ろ
う
。

第
一
メ
コ
ン
国
際
橋
は
、
メ
コ
ン
川
を
挟
む
ラ

オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
と
タ
イ
の
ノ
ー
ン
カ

（出所）首都ビエンチャン計画投資課、サワナケート計画投資課、2004
年度年次報。

（注）①人口・面積は、2005 年度の統計。②密度は、人口密度がもっと
も高い郡と低い郡の数値。③首都のコメ生産量・外国人観光客は、
2004 年度の数値。

首都ビエンチャン サワナケート

人口（人） 66.5 万 82.4 万

　密度（人／ km2）、高 2,500 216

低 40 11

面積（km2） 3,900 21,700

コメ生産量（トン） 28.9 万 47.8 万

外国人観光客（人） 60万 19.2 万

表 1　主要指標の比較

ラ
オ
ス̶

南
北
・
東
西
経
済
回
廊
の
イ
ン
パ
ク
ト

特集／メコン地域開発の現状と展望

ケ
オ
ラ
・
ス
ッ
ク
ニ
ラ
ン

アジ研ワールド・トレンド No.134（2006．11）─1213─アジ研ワールド・トレンド No.134（2006．11）



ー
イ
及
び
周
辺
の
県
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

た
。
ま
ず
、
統
計
で
も
っ
と
も
顕
著
に
現
れ
た
変

化
は
橋
を
渡
っ
て
、
ラ
オ
ス
に
入
出
国
す
る
外
国

人
・
ラ
オ
ス
人
の
観
光
客
の
数
で
あ
る
。
橋
が
完

成
し
た
翌
年
の
一
九
九
五
年
に
ラ
オ
ス
に
入
国
し

た
観
光
客
数
は
、
前
年
比
で
一
三
七
％
以
上
増
加

し
た
。
ま
た
、
二
○
○
一
年
に
は
、
国
境
通
行
証

で
主
に
タ
イ
側
へ
買
い
物
に
出
か
け
る
ラ
オ
ス
人

が
、
年
間
延
べ
一
○
○
万
人
を
突
破
し
た
。
橋
の

完
成
ま
で
は
タ
イ
か
ら
ラ
オ
ス
の
首
都
に
入
る
観

光
客
が
主
に
利
用
す
る
ル
ー
ト
は
、
両
国
の
首
都

間
で
運
行
さ
れ
て
い
た
一
日
二
往
復
の
航
空
便
だ

け
で
あ
っ
た
。
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
と
ノ
ー
ン
カ
ー
イ

間
に
一
日
数
便
の
旅
客
船
が
運
航
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
便
数
の
少
な
さ
や
運
行
状
況
が
天
候
に
大

き
く
左
右
さ
れ
る
不
便
さ
か
ら
利
用
客
の
ほ
と
ん

ど
は
小
規
模
な
国
境
貿
易
を
営
ん
で
い
た
両
岸
の

住
民
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ

ン
を
通
じ
て
ラ
オ
ス
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
観
光
客

は
、
事
実
上
、
航
空
便
が
提
供
で
き
る
席
数
の
制

約
を
受
け
て
い
た
。
現
在
、
観
光
客
が
入
国
可
能

な
す
べ
て
の
入
国
ポ
イ
ン
ト
か
ら
年
間
一
○
○
万

人
以
上
の
外
国
人
観
光
客
が
ラ
オ
ス
に
入
国
し
て

い
る
が
、
そ
の
半
数
以
上
は
、
第
一
メ
コ
ン
国
際

橋
を
利
用
し
た
観
光
客
で
あ
る
。
こ
の
観
光
客
数

の
増
加
は
、
橋
の
開
通
に
合
わ
せ
、
様
々
な
規
制

が
緩
和
さ
れ
た
と
は
い
え
、
橋
な
し
で
は
、
達
成

が
極
め
て
困
難
な
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
当
局
の

試
算
で
は
、
観
光
産
業
は
現
在
、
外
貨
獲
得
源
と

し
て
も
っ
と
も
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
と
さ
れ

て
お
り
、
橋
が
経
済
全
体
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト

の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

貿
易
に
つ
い
て
は
、
マ
ク
ロ
統
計
か
ら
そ
れ
程

の
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、

橋
利
用
者
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
ラ
オ
ス
人
の
買

い
物
客
が
輸
入
す
る
分
が
統
計
に
計
上
さ
れ
な
い

た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
二
○
○
四
年
度
で
は
、
入

出
国
者
数
を
合
わ
せ
、
二
一
○
万
人
以
上
が
橋
を

渡
っ
て
い
る
。
平
均
し
て
一
日
に
数
千
人
の
ラ
オ

ス
人
が
買
い
物
の
た
め
、
タ
イ
側
に
渡
っ
て
い
る

計
算
で
あ
り
、
一
人
一
○
○
○
バ
ー
ツ
（
約
三
○

○
○
円
）
の
買
い
物
を
し
、
ラ
オ
ス
に
携
帯
品
と

し
て
持
ち
込
む
と
仮
定
す
る
だ
け
で
も
、
橋
を
通

じ
た
年
間
の
公
式
輸
入
統
計
に
匹
敵
す
る
額
の
輸

入
と
な
る
。

そ
し
て
、
言
及
す
べ
き
も
っ
と
も
大
き
な
変
化

の
一
つ
が
対
岸
の
市
場
の
統
合
が
急
激
に
進
行
し

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
橋
を
渡
る
活
発
な
人
の
移
動

に
よ
り
、
周
辺
の
県
を
含
め
、
対
岸
の
市
場
が
一

つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
両
岸
の
住
民
に
対
し
、
ラ

ジ
オ
を
中
心
に
双
方
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
広
告

が
伝
達
さ
れ
、
そ
し
て
、
多
く
の
場
合
、
ラ
オ
ス
、

タ
イ
双
方
の
連
絡
先
の
電
話
番
号
が
提
供
さ
れ
る
。

両
岸
の
住
民
が
同
一
市
場
の
消
費
者
と
さ
れ
て
い

る
証
拠
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
ラ
オ
ス
人
は
、
値
段

の
よ
り
安
い
タ
イ
の
百
貨
店
で
買
い
物
を
し
、
便

数
の
多
さ
か
ら
利
便
性
の
よ
り
高
い
橋
か
ら
一
○

○
キ
ロ
地
点
に
あ
る
ウ
ド
ン
タ
ー
ニ
ー
空
港
を
利

用
す
る
傾
向
が
あ
る
。
逆
に
、
タ
イ
人
は
、
タ
バ

コ
、
酒
類
、
一
定
の
電
気
機
器
（
主
に
中
国
製
）

を
値
段
の
よ
り
安
い
ラ
オ
ス
側
に
渡
り
購
入
す
る
。

両
岸
の
住
民
は
、
よ
り
安
い
財
、
サ
ー
ビ
ス
を
求

め
、
移
動
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
メ
コ

ン
国
際
橋
が
も
た
ら
し
た
変
化
を
、
人
の
流
れ
と

物
の
流
れ
か
ら
見
た
場
合
、
前
者
、
つ
ま
り
、
消

費
者
の
流
れ
に
対
す
る
効
果
が
よ
り
大
き
い
こ
と

が
、
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
近
い
将
来
全
区
間
開

通
の
予
定
に
あ
る
東
西
経
済
回
廊
、
特
に
、
第
二

メ
コ
ン
国
際
橋
が
も
た
ら
す
変
化
で
は
、
ど
の
よ

う
な
特
徴
が
現
れ
る
の
か
大
変
興
味
深
い
も
の
が

あ
る
。

●
第
二
メ
コ
ン
国
際
橋
の
完
成
で
何
が

変
わ
る
か

橋
が
完
成
し
開
通
す
る
の
は
、
二
○
○
六
年
一

二
月
の
た
め
、
こ
こ
で
述
べ
る
波
及
効
果
は
、
期

待
・
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
確
実
な
も
の
と
し

て
は
、
橋
で
繋
が
る
ラ
オ
ス
の
サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
と

タ
イ
の
ム
ク
ダ
ハ
ー
ン
県
間
の
輸
送
に
必
要
な
時

間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
そ
し
て
、
よ
り
多
く
の

荷
物
量
を
運
ぶ
こ
と
が
理
論
的
に
可
能
に
な
る
こ

と
で
あ
る
。
橋
の
完
成
を
見
込
ん
で
進
行
し
て
い

る
事
業
や
変
化
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

①
急
増
し
た
外
国
直
接
投
資
の
認
可
額

橋
の
完
成
を
見
込
ん
で
の
も
の
と
し
て
、
現
在

サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
で
も
っ
と
も
は
っ
き
り
現
れ
て
い

る
変
化
は
、
県
当
局
及
び
中
央
政
府
が
二
○
○
六

年
に
認
可
を
交
付
し
た
外
国
直
接
投
資
の
事
業
総

額
で
あ
る
。
認
可
ベ
ー
ス
の
た
め
、
実
際
に
実
施

が
保
障
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
今
年
の
八
月

ま
で
に
認
可
が
下
り
た
外
国
直
接
投
資
の
事
業
総

額
は
、
既
に
一
九
九
二
年
か
ら
昨
年
ま
で
の
累
積

サワナケート・ムクダハーン間の乗り物運搬用連絡船（筆者撮影）
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額
を
上
回
っ
て
い
る
（
図
１
）。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
農

林
分
野
に
集
中
し
、
ラ
オ
ス
政
府
が
橋
の
有
効
利

用
策
の
一
つ
と
し
て
整
備
の
構
想
を
打
ち
出
し
て

い
る
サ
ワ
ン
・
セ
ノ
経
済
特
別
区
外
と
な
っ
て
い

る
。
認
可
額
が
多
い
も
の
と
し
て
、
三
億
五
○
○

○
万
ド
ル
の
ユ
ー
カ
リ
植
林
・
製
パ
ル
プ
事
業
、

二
五
○
○
万
ド
ル
の
カ
ジ
ノ
事
業
、
そ
し
て
、
二

二
五
○
万
ド
ル
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
植
林
・
製
糖
事
業

が
あ
る
。
短
期
的
に
、
ラ
オ
ス
に
お
け
る
第
二
メ

コ
ン
国
際
橋
、
ま
た
は
東
西
経
済
回
廊
が
有
効
に

活
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
ら
の
投
資
が
実

際
に
実
施
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
変
わ
っ
て
く
る
で

あ
ろ
う
。

②
シ
ン
グ
ル
ス
ト
ッ
プ
通
関
の
課
題

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
シ
ン
グ
ル
ス
ト
ッ
プ
通

関
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し
て
、
二
○
○
五
年
六

月
三
○
日
よ
り
、
ラ
オ
ス
の
サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
と
ベ

ト
ナ
ム
の
ク
ア
ン
チ
の
国
境
で
あ
る
デ
ン
サ
ワ
ン

・
ラ
オ
バ
オ
に
お
い
て
試
験
的
な
実
施
を
開
始
し

た
。
試
験
導
入
は
、
当
面
第
一
と
第
二
フ
ェ
ー
ズ

に
分
け
ら
れ
、
現
在
進
行
し
て
い
る
第
一
フ
ェ
ー

ズ
で
は
、
商
品
の
検
査
業
務
の
み
を
、
輸
出
国
の

税
関
職
員
が
輸
入
国
側
に
お
い
て
共
同
で
実
施
す

る
。
つ
ま
り
、
申
告
窓
口
は
、
輸
出
入
共
に
こ
れ

ま
で
と
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
行
う
。
シ
ン
グ

ル
ス
ト
ッ
プ
通
関
の
方
式
の
内
、
輸
入
国
側
で
双

方
の
税
関
職
員
が
常
駐
す
る
事
務
所
を
設
け
、
一

カ
所
で
輸
出
入
手
続
き
が
行
え
る
方
式
を
採
用
す

る
予
定
で
あ
る
。
近
く
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る

第
二
フ
ェ
ー
ズ
に
向
け
、
両
国
の
職
員
が
駐
在
す

る
事
務
所
の
建
設
は
、
ベ
ト
ナ
ム
側
で
す
で
に
完

了
し
た
が
、
二
キ
ロ
離
れ
た
地
点
に
あ
る
ラ
オ
ス

側
に
つ
い
て
は
、
建
設
が
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
。

第
一
フ
ェ
ー
ズ
の
試
験
導
入
で
見
え
て
き
た
問

題
点
は
、
主
に
次
の
二
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
検

査
で
不
正
が
発
覚
し
た
場
合
の
裁
判
権
が
ど
の
国

に
属
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
現
在
、
ラ
オ
ス
と

ベ
ト
ナ
ム
が
結
ん
だ
協
定
に
よ
れ
ば
、
不
正
行
為

が
ど
の
国
の
法
律
に
反
す
る
か
で
裁
判
権
が
決
ま

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
双
方
の
法
律
に
抵
触

し
た
場
合
の
扱
い
が
ま
だ
不
明
瞭
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
シ
ン
グ
ル
ス
ト
ッ
プ
通
関

の
窓
口
を
設
置
す
る
方
式
を
導
入
す
る
場
合
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
に
他
国
の
領
土
で
業
務
を
遂
行

す
る
税
関
職
員
の
権
限
を
確
保
す
る
か
の
問
題
で

あ
り
、
同
方
式
の
導
入
の
成
功
を
左
右
す
る
大
き

な
課
題
と
言
え
よ
う
。

第
二
に
、
第
一
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
双
方
の
申
請

書
類
の
方
式
が
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
ま
ま

で
は
、
申
請
の
物
理
的
な
場
所
が
一
カ
所
に
な
っ

て
も
、
申
請
の
手
間
が
あ
ま
り
少
な
く
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
シ
ン
グ
ル
ス
ト
ッ
プ
通
関

の
方
式
と
し
て
採
用
可
能
な
も
の
と
は
い
え
、
本

来
の
目
的
で
あ
る
通
関
業
務
の
迅
速
化
が
図
ら
れ

な
い
恐
れ
が
あ
ろ
う
。

③
サ
ワ
ン
・
セ
ノ
経
済
特
別
区
構
想

ラ
オ
ス
政
府
は
、
東
西
回
廊
、
特
に
、
第
二
メ

コ
ン
国
際
橋
の
完
成
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
ラ
オ
ス

の
業
者
が
仲
介
し
て
い
た
タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
の
貿

易
を
、
両
国
が
直
接
行
う
こ
と
に
強
い
懸
念
を
持

っ
て
い
る
。
サ
ワ
ン
・
セ
ノ
経
済
特
別
区
構
想
は
、

こ
の
い
わ
ゆ
る
「
素
通
り
」
を
さ
れ
な
い
た
め
に

考
え
出
さ
れ
た
策
の
一
つ
で
あ
る
。

経
済
特
別
区
整
備
の
準
備
・
実
施
機
関
と
し
て
、

サ
ワ
ン
・
セ
ノ
経
済
特
別
区
機
構
が
、
二
○
○
三

年
九
月
二
九
日
付
け
の
首
相
令
一
四
八
号
に
よ
っ

て
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
タ
イ

工
業
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公
社
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図１　対サワナケート FDI 認可件数・事業総額

（出所）県計画投資課。
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Thailand

＝
Ｉ
Ｅ
Ａ
Ｔ
）
の
支
援
で
、
社
会
・
環

境
に
対
す
る
影
響
を
含
む
基
礎
的
な
調
査
が
実
施

さ
れ
、
そ
し
て
収
容
予
定
地
の
住
民
と
の
交
渉
が

始
ま
っ
た
段
階
で
あ
り
、
具
体
的
な
整
備
に
入
る

前
の
段
階
に
あ
る
。

サ
ワ
ン
・
セ
ノ
経
済
特
別
区
の
予
定
地
は
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
で
実
施
し
た
調
査
に
よ
り
提
案
さ

れ
た
サ
イ
ト
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
内
の
サ
イ
ト
Ａ

と
サ
イ
ト
Ｂ
と
な
っ
て
い
る
。
サ
イ
ト
Ａ
と
サ
イ

ト
Ｂ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ラ
オ
ス
側
の
第
二
メ
コ
ン
国

際
橋
付
近
と
、
ラ
オ
ス
区
間
の
東
西
経
済
回
廊
で

あ
る
国
道
九
号
線
と
国
内
の
南
北
回
廊
で
あ
る
国

道
一
三
号
が
交
差
す
る
地
点
に
あ
る
。

予
定
地
の
住
民
の
移
転
に
関
す
る
補
償
に
つ
い

て
は
、
現
金
の
み
か
、
い
く
ら
か
の
現
金
＋
代
替

住
宅
地
、
耕
地
＋
農
作
物
の
案
が
検
討
さ
れ
た
。

最
近
、
統
括
機
関
で
あ
る
首
相
府
は
、
現
金
補
償

額
が
も
っ
と
も
低
い
（
約
一
億
二
○
○
○
万
ド

ル
）
第
三
の
案
に
同
意
し
た
が
、
開
発
・
運
営
を

受
託
す
る
業
者
が
こ
れ
を
負
担
す
る
と
い
う
の
が
、

今
の
経
済
特
別
区
機
構
の
方
針
で
あ
る
。

経
済
特
別
区
機
構
に
よ
る
と
、
現
在
、
外
国
直

接
投
資
の
一
現
地
法
人
及
び
在
外
の
外
国
企
業
が

開
発
受
託
の
強
い
意
向
を
示
し
て
お
り
、
審
査
に

苦
慮
し
て
い
る
と
い
う
。
一
方
、
最
近
認
可
し
た

投
資
案
件
が
そ
も
そ
も
経
済
特
区
に
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
農
林
分
野
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
経

済
特
区
の
予
定
地
を
サ
イ
ト
Ａ
、
Ｂ
に
限
定
し
な

い
案
が
当
局
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
の
が
、

こ
の
構
想
を
巡
る
最
新
の
動
き
で
あ
る
。

④
サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
空
港
共
同
利
用
構
想

橋
の
有
効
利
用
法
と
し
て
も
う
一
つ
提
案
さ
れ

て
い
る
も
の
が
、
サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
空
港
の
共
同
利

用
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ラ
オ
ス
側
に
あ
る
空
港
を

改
修
し
、
国
際
空
港
に
格
上
げ
す
る
と
と
も
に
、

タ
イ
の
国
内
便
に
も
利
用
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ

る
。
現
在
対
岸
の
ム
ク
ダ
ハ
ー
ン
に
空
港
は
、
整

備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
国
境
周
辺
の
タ
イ
の
住

民
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
近
い
空
港
は
、
二
○
○

キ
ロ
以
上
離
れ
て
い
る
隣
接
県
に
あ
る
空
港
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
オ
ス
側
の
空
港
は
国
境

か
ら
二
キ
ロ
地
点
に
あ
り
、
大
き
な
時
間
の
短
縮

が
予
想
さ
れ
る
。

サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
空
港
は
軍
用
空
港
と
し
て
一
九

五
○
年
代
に
建
設
さ
れ
た
後
、
一
九
九
○
年
代
末

か
ら
フ
ラ
ン
ス
政
府
等
の
支
援
で
数
回
の
改
修
、

拡
張
工
事
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
莫
大

な
資
金
を
か
け
て
拡
張
工
事
を
実
施
し
た
も
の
の
、

二
○
○
三
年
一
○
月
の
ラ
オ
航
空
の
定
期
便
運
行

停
止
に
よ
り
、
ほ
ぼ
閉
鎖
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た

経
緯
が
あ
る
。
ラ
オ
航
空
の
一
○
○
％
以
上
と
な

る
値
上
げ
が
国
道
一
三
号
線
南
部
区
間
改
修
工
事

の
完
成
と
重
な
り
、
陸
運
と
比
べ
た
航
空
輸
送
の

競
争
力
が
急
激
に
低
下
し
た
と
い
う
外
部
要
因
に

よ
る
影
響
が
大
き
い
と
は
い
え
、
多
額
な
資
金
を

有
効
活
用
す
る
に
は
、
綿
密
な
計
画
と
多
く
の
関

係
機
関
の
協
力
体
制
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

●
お
わ
り
に

ラ
オ
ス
経
済
の
中
心
地
で
あ
る
三
つ
の
平
野

（
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
、
サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
、
チ
ャ
ン
パ

ー
サ
ッ
ク
）
は
、
い
ず
れ
も
メ
コ
ン
川
に
面
す
る

か
、
そ
れ
を
挟
む
形
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

文
化
・
言
語
の
他
、
交
易
を
は
じ
め
と
す
る
経
済

活
動
も
地
理
的
な
条
件
等
か
ら
、
対
岸
と
の
結
び

つ
き
が
伝
統
的
に
強
い
。
第
一
メ
コ
ン
国
際
橋
の

完
成
で
両
岸
の
人
・
物
の
流
れ
が
増
大
し
た
の
と

同
じ
よ
う
に
、
第
二
メ
コ
ン
国
際
橋
の
完
成
、
ひ

い
て
は
東
西
経
済
回
廊
の
全
区
間
開
通
に
よ
り
、

期
待
さ
れ
る
効
果
も
大
き
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
の
流
れ
の
効
果
の
方
が
顕

著
な
第
一
メ
コ
ン
国
際
橋
に
比
べ
、
二
大
市
場
を

繋
ぐ
東
西
経
済
回
廊
の
ラ
オ
ス
区
間
が
も
た
ら
す

変
化
に
つ
い
て
は
、
サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
の
人
口
密
度

が
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
を
大
き
く
下
回
る
（
表

１
）
こ
と
か
ら
も
、
物
の
流
れ
の
比
重
が
大
き
く

な
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
ラ
オ
ス
政
府
は
、

こ
の
予
測
さ
れ
る
大
量
な
人
・
物
の
流
れ
が
ラ
オ

ス
を
素
通
り
す
る
こ
と
を
強
く
懸
念
し
、
そ
し
て
、

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
サ
ワ
ナ
ケ
ー
ト
を
生
産
、

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

短
期
的
に
は
、
こ
れ
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
で
、

ラ
オ
ス
が
世
界
経
済
の
成
長
の
中
心
地
域
の
一
つ

で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
統
合
を
成
し
遂
げ
ら
れ

る
か
ど
う
か
の
鍵
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
か
ろ
う
。
成
功
す
る
か
ど
う
か
は
、
政
府
が
的

確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
、
そ
し
て
、
確
固
た

る
実
施
体
制
を
構
築
で
き
る
か
ど
う
か
で
変
わ
っ

て
く
る
で
あ
ろ
う
。

（
ケ 

オ
ラ
・
ス
ッ
ク
ニ
ラ
ン
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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